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「つみっこ合戦」、「成人の祝
い」どちらも天気がよかっ
たね。
ぼくは、雨や雪の日がちょっ
と苦手なんだ…

お正月恒例といえば…マラソンです！
表紙写真：今年で53回目となる「市民元旦マラソン」の様子
です。気温マイナス２度の中、市内外から集まった２歳から
78歳までのランナー 676人が一斉にスタートし、本庄総合
公園内約2.5キロメートルのコースを走りました。

まちのデータ（2013.1.1現在）
人　口 80,161（－ 98）
　男 39,769（－ 45）
　女 40,392（－ 53）
世帯数 32,343（－ 39）
（　）内は前月との比較

●  市民税・県民税の申告は正しく、期限内に！
　  申告期間は、２月13日㈬から３月15日㈮までです。 ………………２
●  わたしたちの国保 …………………………………………………………６
●  第７次・第８次住居表示整備事業
　  実施区域内の町の境界と町名が決まりました …………………………９
●  休日急患の診療 ……………………………………………………………24

● 今月の主な内容
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市民税・県民税の申告は正しく、期限内に！

次に該当する人は、税務署で申告してください。
①青色申告②平成23年分以前の確定申告③死亡者の確定申告④土地・建物・株等の譲渡所得⑤雑損控除⑥住宅借入金等特
別控除⑦山林所得⑧災害減免⑨外国税額控除⑩外国に住んでいる扶養親族の扶養控除を受けたい

　今年も申告の時期になりました。毎年、期限間近になると会場がたいへん混雑し、長時間お待ちいただくこと
があります。早めに準備して、できるだけ指定日にお出かけください。
　２月13日㈬から19日㈫までは、総合支所での受付です。20日㈬から3月15日㈮までは市役所６階大会議室
での受付になります。日程と会場については、日程表をご確認ください。 　★課税課☎㉕１１２３

①
印
鑑

②
収
入
金
額
や
経
費
が
分
か
る
も
の

▼ 

給
与
所
得
、
年
金
所
得
の
あ
る

人
…
源
泉
徴
収
票

▼ 

事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
）、
不

動
産
所
得
の
あ
る
人
…
収
支
内

訳
書

▼ 

配
当
所
得
、
一
時
所
得
、
雑
所

得
等
の
あ
る
人
…
支
払
調
書

③
各
種
の
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の

▼ 

保
険
料
控
除
、
寄
附
金
控
除
を

受
け
る
人
…
社
会
保
険
（
任
意

継
続
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民

年
金
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
等
）、
生
命
保
険

（
一
般
、個
人
年
金
、介
護
医
療
）、

地
震
保
険
（
経
過
措
置
の
損
害

保
険
を
含
む
）、
寄
附
金
の
領
収

書
又
は
支
払
証
明
書

※
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
等
の
保
険

料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

る
場
合
、
控
除
の
適
用
は
保
険
料

支
払
者
本
人
に
な
り
ま
す
。（
配
偶

者
そ
の
他
親
族
の
控
除
に
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。）

▼ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
…
医

療
費
の
明
細
書
及
び
医
療
機
関

に
支
払
っ
た
費
用
の
領
収
書
等
、

保
険
金
な
ど
で
補
填
さ
れ
た
金

額
が
わ
か
る
書
類

▼ 

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
…
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書（
下

記
を
参
照
）
な
ど

※
収
支
内
訳
書
・
医
療
費
の
明
細

書
は
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
が
不
備

の
場
合
、
再
度
ご
来
場
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
」
を

事
前
に
自
分
で
作
成
す
る
人
に
は

申
告
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
課

税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

申
告
は
３
月
15
日
㈮
ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
期
限
内
に

申
告
を
し
な
い
人
は
、
平
成
25
年

度
（
平
成
24
年
分
）
所
得
・
課
税

証
明
書
の
発
行
に
日
数
を
要
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要

介
護
２
〜
５
）
を
受
け
て
い
る
人

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
持
っ

て
い
な
い
場
合
で
も
、
市
が
交
付

す
る
『
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
』
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
障
害

者
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

対 

象　

65
歳
以
上
の
人
で
、
次
の

①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
① 

平
成
24
年
12
月
末
時
点
で
、
要

介
護
２
か
ら
５
ま
で
の
い
ず
れ

か
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

② 

平
成
24
年
中
に
死
亡
し
た
人
で
、

亡
く
な
っ
た
時
に
要
介
護
２
か

ら
５
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
認
定

を
受
け
て
い
た
人

申 

請
方
法　

本
人
又
は
代
理
人
が
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参

の
う
え
左
記
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
７
１

９
、
市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３

１
（
内
線
３
１
３
）

申
告
時
に
必
要
な
も
の

「
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
」
を

事
前
に
作
成
す
る
場
合
は
？

申
告
は
期
限
内
に

月 日 曜日 会場 地　　　　区

２　
　
　

月

13 水 総
合
支
所
大
会
議
室

第一金屋、第二金屋、第三金屋、長沖
14 木 宮内、飯倉、田端、保木野、塩谷、高柳
15 金 秋山、風洞、西小平、東小平
16 土 市内全域（市民税・県民税申告優先）
18 月 長浜町、鍛治町、上町、下町
19 火 仲町、新町、連雀町、本町、本泉全域
20 水

市
役
所
６
階
大
会
議
室

前原、南、緑、栗崎
21 木 東台、住居表示外（照若町・本町・台町・諏訪町）
22 金 日の出
25 月 五十子、朝日町、東富田、今井
26 火 四季の里、北掘、西五十子、東五十子、四方田
27 水 寿、けや木
28 木 傍示堂、鵜森、堀田、滝瀬、宮戸、小和瀬

３　
　
　

月

1 金 牧西、仁手、下仁手、久々宇、田中、上仁手
3 日 市内全域（市民税・県民税申告優先）
4 月 沼和田、山王堂、杉山、新井、三友、都島、万年寺
5 火 千代田、見福
6 水 中央、本庄
7 木 若泉、銀座
8 金 駅南、共栄、吉田林、上真下、下真下、児玉町共栄、高関
11 月 栄、柏
12 火 小島
13 水 西富田、蛭川、下浅見、入浅見
14 木 小島南、下野堂
15 金 市内全域（市民税・県民税申告優先）

申告日程表 受付時間：午前9時～正午、午後1時～4時

介
護
保
険
要
介
護
認
定
者
の

障
害
者
控
除
の
適
用
に
つ
い
て

申告期間は、２月13日㈬から３月15日㈮までです。

※このフローチャートは一般的な例です。

あなたの申告は市民税・県民税申告？それとも確定申告？

スタート！

平成25年1月1日に本庄市に住んでいましたか？

平成24年中に収入がありましたか？

あなたは給与所得者ですか？

勤務先から本庄市に給与支払
報告書が提出されています
か？
（不明な場合は、勤務先にお
問い合わせ下さい。）

勤務先から支給された給与の
ほかに所得がありますか？

給与所得以外の所得
金額が20万円を超
えますか？

年末調整で、控除の取り忘れや記入漏れなど
がありますか？又は、医療費控除、寄附金控
除等を受けたいですか？

税務署から申告書が送付され
ていますか？

所得税の確定申告を
しますか？（納付・
還付等）

税務署で確定申告をして
ください。
（詳しくは「税務署から
のお知らせ」のページを
ご覧ください）

平成25年1月1日現在、住んでいた
市区町村へ確認してください。

次のどれかに当てはまりますか？
① 16歳以上の国民健康保険加入者と
その世帯主
②介護保険加入者
③後期高齢者医療保険加入者
④市営・県営住宅入居者
⑤所得・課税証明書が必要な人

市民税・県民税の申告
が必要です！
申告書が事前に必要な
人は申告会場、又は課
税課・市民福祉課に用
意してあります。

市民税・県民税の申告は原則不要で
すが、医療・福祉等の行政サービス
を受ける人は、必要になる場合があ
ります。

フローチャートの質問に答えて、確認してみましょう！
はい　　　　　　　　　　　  いいえ
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本庄税務署からのお知らせ

確定申告が必要な人
　給与所得者は年末調整により所得税が精算されるため、確定申告は不要ですが、次の計算において残額があ
り、さらに次の①～⑥のいずれかに該当する人は、所得税の確定申告が必要になります。
《計算式》
各種所得の合計額（譲渡所得や山林所得を含む）から、所得控除を差し引いて、「課税される所得金額」を
算出します。

「課税される所得金額」に税率を乗じて、「所得税額」を算出します。

「所得税額」から、配当控除額と年末調整の際に控除を受けた（特定増改築等）住宅借入金等特別控除額を
差し引きます。
①給与の収入金額が2,000万円を超える人
②給与を１か所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く。）の合計額が20万円を超える人
③ 給与を２か所以上から受けていて、年末調整されなかった給与の収入金額と、各種の所得金額（給与所得、
退職所得を除く。）との合計額が20万円を超える人

④ 同族会社の役員やその親族の人などで、その同族会社から給与のほかに、貸付金の利子、店舗・工場などの
土地・建物の賃貸料、機械・器具の使用料などの支払を受けた人

⑤給与について、災害減免法により源泉徴収税額の徴収猶予や還付を受けた人
⑥ 在日の外国公館に勤務する人や家事使用人などで、給与の支払を受ける際に所得税を源泉徴収されないこと
となっている人

所得税・贈与税の確定申告はe-Taxをご利用ください
◎国税庁ホームページから電子申告
　自宅から国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成したデータは、e-Taxで送信できます。
◎最高3,000円の税額控除
　平成24年分の所得税の確定申告を本人の電子署名及び電子証明書を付して、申告期限内にe-Taxで行うと、
所得税額から最高3,000円の控除（ただし、平成23年分以前に同控除の適用を受けている人を除く。）が受け
られます。
◎添付書類の提出省略
　医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容を入力して送信することにより、提出又は提示を省略する
ことができます。（法定申告期限から５年間、税務署から書類の提出又は提示を求められることがあります。）
◎24時間いつでも利用可能で還付がスピーディー
　所得税の確定申告期間中は、24時間いつでも利用可能です。また、e-Taxで申告された還付申告は早期処理
され、通常の還付申告よりも早く税金が還付されます。

平成24年度分の所得税の確定申告の相談及び
申告書の受付は、2月18日㈪から３月15日㈮
までです。
★本庄税務署（☎㉒２１１１：自動音声案内）

給与所得者の確定申告

公的年金等を受給している人へ

　平成23年分以後の各年分において公的年金等の
収入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、
公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円
以下である場合には、所得税の確定申告は必要あ
りません。
　この場合であっても所得税の還付を受けるため
には、確定申告書を提出する必要があります。
※所得税の確定申告が必要ない場合でも、市民税・
県民税の申告が必要な場合があります。詳しくは、
市課税課へお問い合わせください。

消費税・地方消費税（個人事業者）の確定申告

　平成24年分の個人事業者の消費税及び地方消費税の
確定申告は、４月１日㈪が申告・納付の期限です。
◎平成24年分において消費税及び地方消費税の確定申
告が必要な人
・ 平成22年分の課税売上高が1,000万円を超える事業
者
・ 平成22年分の課税売上高が1,000万円以下の事業者
で、平成23年12月末までに「消費税課税事業者選択
届出書」を提出している事業者
※事業の用に供していた建物や機械などの譲渡収入も、
消費税の課税売上高に含まれます。
◎納付期限と振替納税日
・納期限　４月１日㈪
・振替日　４月24日㈬
※納税には、便利で確実な振替納税
をご利用ください。

平
成
24
年
市
議
会

第
４
回
定
例
会

地
域
の
安
全
・
安
心
に

関
す
る
協
定
を
締
結

　

12
月
20
日
、
本
庄
市
、
上
里
町
、

本
庄
警
察
署
は
、
埼
玉
県
電
気
工

事
工
業
組
合
と
「
地
域
の
安
全
・

安
心
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
防
犯
や
交
通
安

全
活
動
を
通
じ
て
、
４
者
が
連
携

し
情
報
交
換
等
を
密
に
す
る
こ
と

で
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。差

押
え
不
動
産
を公

売
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
税
の
滞
納
処
分
に

よ
っ
て
差
押
え
た
不
動
産
を
公
売

し
ま
す
。

　

公
売
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が

提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
官
公

庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
て
行
い
ま
す
。

　

公
売
の
手
続
き
や
詳
細
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ヤ

フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
及
び

収
納
課
（
市
役
所
１
階
）
で
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

公
売
物
件
①
（
土
地
及
び
建
物
）

所 

在
地　

若
泉
２
丁
目
１
３
５
番

17

地
目　

宅
地

地
積　

１
３
９
・
27
㎡

建
物　

倉
庫
平
屋
建

床
面
積　

31
・
20
㎡

公
売
物
件
②
（
土
地
）

所
在
地　

沼
和
田
４
８
８
番
７

地
目　

雑
種
地

地
積　

８
５
９
㎡

《
①
②
共
通
》

公 

売
参
加
申
込　

２
月
13
日
㈬
午

後
１
時
か
ら
26
日
㈫
午
後
11
時

ま
で

入 

札
期
間　

３
月
５
日
㈫
午
後
１

時
か
ら
３
月
12
日
㈫
午
後
１
時

ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
収
納
課
☎
㉕
１
１
２
０

　

人
事
案
件
で
、
教
育
委
員
会
委

員
の
境
野
玲
子
氏
が
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
再
度
任
命
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で

の
23
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

継
続
審
査
と
さ
れ
た
平
成
23
年
度

決
算
認
定
関
係
議
案
９
件
、
市
長

提
出
議
案
30
件
、
議
員
提
出
議
案

２
件
の
計
41
議
案
が
審
議
さ
れ
、

全
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
認
定・

承
認
・
同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
の
主
な
内
容
は
、

共
和
保
育
所
を
民
営
化
す
る
こ
と

に
伴
う
「
本
庄
市
保
育
所
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」、
歳
入
歳
出
４

億
８
、
４
４
４
万
７
千
円
を
追
加

し
、
総
額
２
５
０
億
９
、
３
６
０

万
３
千
円
と
す
る
「
平
成
24
年
度

本
庄
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）」
な
ど
30
件
で
す
。

　

議
員
提
出
議
案
の
主
な
内
容
は
、

米
軍
に
よ
る
女
性
暴
行
事
件
等
に

関
す
る
意
見
書
な
ど
２
件
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
に境

野
玲
子
氏

境野 玲子 氏
（沼和田）

確定申告はお早めに！

確定申告をすれば所得税が戻る人
　給与所得者で確定申告の必要がない人でも、次の①～③のいずれかに当てはまり、源泉徴収された税金が納
め過ぎになっている場合には、還付を受けるための申告（還付申告）により税金が還付されます。
①災害や盗難、横領により住宅や家財などの資産に受けた損害などについて雑損控除を受ける場合
※東日本大震災により被害を受けられた人については、雑損控除等の税制上の措置がありますので、最寄りの
税務署にお尋ねください。
②病気やけがなどで支払った多額の医療費について医療費控除を受ける場合
③家屋を住宅借入金等で新築や購入、増改築等をして、（特定増改築等）住宅借入金等特別控除を受ける場合

パソコンで申告書を作成！「確定申告書等作成コーナー」
　国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」では、画面の案内に従って金額等を入力すれば、所得税、
消費税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。
※詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）をご覧ください。
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国保加入世帯
13,124世帯
被保険者数
23,895人

（平成24年12月31日現在）
お問い合わせ先
保　険　課
☎㉕1116

国
民
健
康
保
険
の
健
全
化
及
び

安
定
的
な
運
営
の
た
め
に

保
険
財
政
の

　
　
　

健
全
化
に
向
け
て

増
え
続
け
る
医
療
費

平
成
25
年
度
の

国
民
健
康
保
険
の
税
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

過
去
３
年
間
で

　
　
　

11
億
３
千
万
円
の
補
填

支
出
は
県
内
３
位
、

　
　
　

収
入
は
県
内
17
位

引
き
続
き
医
療
費
の
抑
制
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【
運
営
主
体
】

　

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
県
内
全
市
町
村
で
構
成
）

【
被
保
険
者
】

　

75
歳
以
上
の
人
、
及
び
65
歳
か

ら
74
歳
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
と

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
認
定
を
受
け
た
人
。

平成23年度
1人当たりの保険給付費と保険税【表２】

◇基礎課税額分（医療分）

75
歳
か
ら
の
医
療
保
険
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
す

　

市
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

は
、
運
営
の
健
全
性
を
保
つ
た
め
、

法
律
に
基
づ
き
一
般
会
計
と
区
別

し
た
特
別
会
計
で
経
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
財
源
は
、
国
、
県
、

市
か
ら
の
支
出
金
、
社
会
保
険
等

か
ら
の
交
付
金
と
保
険
税
で
賄
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
急
速
な
高
齢
化
、
医

療
技
術
の
高
度
化
等
に
よ
り
医
療

費
が
増
加
し
続
け
て
い
る
一
方
、

保
険
税
収
入
が
そ
れ
に
追
い
付
か

ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
多
額
の
繰

入
金
（
赤
字
補
填
）
に
よ
っ
て
収

支
の
均
衡
を
保
っ
て
い
る
状
況
で

す
。【
グ
ラ
フ
１
】

　

市
で
は
、
国
保
財
政
の
健
全
化

と
将
来
に
わ
た
る
保
険
事
業
の
安

定
運
営
の
た
め
、
市
民
へ
の
影
響

を
十
分
考
慮
し
、
平
成
27
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
３
回
に
分
け
て
税

率
改
定
を
行
う
こ
と
を
決
め
、
平

成
23
年
度
に
１
回
目
の
改
定
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
平
成
25
年
度
に

２
回
目
の
税
率
改
定
を
行
う
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
保
険
給
付
費（
医

療
費
等
の
う
ち
、
国
保
が
支
払
っ

て
い
る
費
用
）
は
約
60
億
４
、
３

０
０
万
円
で
す
。
こ
れ
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
約
３
億

５
、
５
０
０
万
円
も
増
加
し
て
い

ま
す
。【
表
１
】

　

一
方
、
平
成
23
年
度
の
保
険
税

収
入
は
、
約
20
億
４
、
８
０
０
万

円
で
す
。
税
率
改
定
を
し
た
結
果
、

平
成
21
年
度
に
比
べ
約
１
億
４
、

８
０
０
万
円
増
収
に
な
り
ま
し
た

が
、
改
定
は
当
時
の
不
足
分
の
一

部
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
未
だ
赤
字

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、

市
で
は
保
険
税
の
適
正
化
に
つ
い

て
、
国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
慎
重
な
審
議
の
末
、

出
さ
れ
た
保
険
税
率
改
定
の
答
申

を
受
け
て
、
平
成
25
年
度
に
２
回

目
の
改
定
を
実
施
し
、
保
険
税
の

適
正
化
を
図
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

①
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

病
気
全
般
の
相
談
に
の
っ
て
も

ら
え
、
必
要
な
場
合
は
他
病
院
へ

の
紹
介
状
も
書
い
て
も
ら
え
ま
す
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
て

ば
、
薬
の
重
複
が
防
止
で
き
ま
す
。

②
医
療
費
通
知
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
　

医
療
機
関
等
を
受
診
し
た
人
に

医
療
費
通
知
を
年
４
回
（
原
則
４

月
・
７
月
・
10
月
・
１
月
）
郵
送

し
て
い
ま
す
。
窓
口
で
の
自
己
負

担
額
を
確
認
し
、
残
り
は
市
の
国

民
健
康
保
険
が
負
担
し
て
い
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用

し
ま
し
ょ
う

　

慢
性
疾
患
等
の
薬
を
服
用
し
て

い
る
人
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
が
可
能
な
人
は
、
医
師
、

薬
剤
師
に
相
談
し
て
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
平
成
24
年
７
月
診
療
分

で
、
も
し
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
た
場
合
、
１
か
月

当
た
り
の
自
己
負
担
額
の
差
額
に

３
０
０
円
以
上
効
果
が
見
込
ま
れ

る
人
に
は
、
昨
年
10
月
に
差
額
通

知
を
郵
送
し
ま
し
た
。
１
か
月
の

差
額
は
少
な
く
て
も
、
一
生
で
は

大
き
な
節
約
に
な
り
ま
す
。

【
歳
入
】

　

現
役
世
代
が
加
入
す
る
医
療
保

険
か
ら
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
で

約
４
割
、公
費
（
国
34
％
、県
８
％
、

市
町
村
８
％
）
で
５
割
、
残
り
の

１
割
を
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

で
賄
っ
て
い
ま
す
。

区　　分 改定前 平成25年度改定後
所得割額 6.0% 6.9%
資産割額 40% 20%
被保険者均等割額
（年間１人当たり） 11,000円 19,500円

世帯別平等割額
（年間１世帯当たり）

16,000円
（改定無し）

◇後期高齢者支援金等課税額分（支援分）
区　　分 改定前 平成25年度改定後

所得割額 2.5% 2.9%
被保険者均等割額
（年間１人当たり） 8,100円 9,900円

◇介護納付金課税額分（介護分）
区　　分 改定前 平成25年度改定後

所得割額 2.0% 2.7%
被保険者均等割額
（年間１人当たり） 9,100円 12,400円

○平成23年度の加入状況

平成23年度　国民健康保険決算状況【グラフ１】

　平成23年度の国保会計は形式的には黒字となりましたが、これは市の一般会計から補填
したことによるもので、実際には約２億300万円の赤字でした。

は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
会

計
か
ら
の
補
填（
法
定
外
繰
入
金
）

に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

 

平
成
23
年
度
の
法
定
外
繰
入
金

は
約
２
億
３
０
０
万
円
で
し
た
が
、

過
去
３
年
間
の
合
計
で
は
約
11
億

３
、
０
０
０
万
円
に
上
り
、
さ
ら

に
今
年
度
以
降
も
多
額
の
繰
入
が

な
け
れ
ば
保
険
運
営
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

法定外繰入金等の推移（単位：千円）【表１】

　

こ
れ
を
被
保
険
者
１
人
当
た
り

で
比
較
す
る
と
、
保
険
給
付
費
は

約
30
万
円
で
、
県
内
の
平
均
よ
り

約
２
万
２
千
円
高
い（
県
内
３
位
）

も
の
の
、
保
険
税
は
約
８
万
５
千

円
で
平
均
よ
り
約
７
千
円
安
く（
県

内
17
位
）、
収
入
と
支
出
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
ま
す
。【
表

２
】被保険者数

（加入者）
埼玉県全体 610,080人　　
　◇本庄市 8,691人　　

保険料 収納額 462,910千円　　
　　　　　　　　（収納率99.3％ )

医療費

埼玉県全体 508,981,793千円　　
【１人当たりの医療費　834,287円】 　
　◇本庄市 7,618,261千円　　
　【1人当たりの医療費　876、569円】 　

　 保険給付費 保険税

本庄市 300,709円
（県内３位）

85,709円
（県内17位）

県（39市）
平均 278,490円 92,420円

保険税率表 保険給付費
68.8％

後期高齢者
支援金
12.8％

介護給付金
5.7％

共同事業拠出金
　10.3％

総務費
1.2％

保険事業他
1.2％　

歳 出
87億8,896万円

国庫支出金
26.6％

県支出金
5.7％

市繰入金
5.4％

共同事業
交付金
11.0％

療養給付費等
交付金
6.3％

国保税
23.2％

繰越金他
0.7％

歳 入
88億2,892万円

前期高齢者
交付金
21.1％

○改定額について
　被保険者への負担を考慮し、平成23年度分の不足
額と平成24年度に予想される不足額の合計約４億
3,600万円のうち約２億8,000万円を改定します。
改定率は下表に示すとおりです。所得割額、資産割額、
均等割額を改定します。

保険税率が改定されます
　 平成21年度 平成22年度 平成23年度
保険給付費 5,688,036 5,782,711 6,043,705 
保険税 1,899,597 1,795,078 2,048,183 
法定外繰入金 292,267 637,374 203,008 
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国民年金保険料免除、納付猶予
の制度があります

　

納
付
書
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め

る
場
合
、
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、
そ
の

月
数
に
応
じ
た
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

最
も
割
引
率
が
高
い
の
は
、
口
座
振
替

で
１
年
前
納
す
る
方
法
で
す
。
平
成
24
年

度
の
割
引
額
は
３
、
７
７
０
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
割
引
を
受
け
た
く
て
も
前
納
が

難
し
い
人
は
、口
座
振
替
に
よ
る
「
早
割
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
期
限

は
翌
月
末
日
で
す
が
、「
早
割
」
で
は
当

月
引
き
落
と
し
に
な
り
、
50
円
割
引
に
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

１
年
分
前
納
す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
次
の
方
法
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付

書
を
使
用
し
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め
る

②
口
座
振
替
で
納
め
る

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め
る

④
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
で
納
め
る

※
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い

は
、
一
度
手
続
き
す
る
だ
け
で
納
め
忘
れ

が
な
く
安
心
で
す
。
納
付
方
法
の
詳
細
は

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.nenkin.go.jp/

）
で
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

　20歳になり、新たに国民年金の被保険者となっ
た人の中には、学生や無収入のため保険料を納め
られない人もいると思います。
　経済的な理由により国民年金保険料を納めるこ
とが困難な場合には、保険料免除や納付猶予（学
生納付特例・若年者納付猶予）の制度があります。
納められないときはそのままにせず、ご相談くだ
さい。
○学生納付特例制度
　学生で、本人の所得が一定以下の場合、申請し
て認められると在学期間中の保険料を後払いにで
きます。
○申請免除制度
　20歳以上60歳未満の人で、本人・配偶者及び
世帯主の所得が一定以下の場合、申請して認めら
れると保険料が免除されます。
※所得に応じて段階的に免除額が設定されます。
○若年者納付猶予制度
　30歳未満の人で、本人及び配偶者の所得が一定
以下の場合、申請して認められると保険料を後払
いにできます。

　

年
金
に
つ
い
て
相
談
す
る
際
は
、
基
礎

年
金
番
号
が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳
は
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

市
民
課
☎
㉕
１
１
１
４
、
市
民
福
祉
課

☎
72
１
３
３
１
（
内
線
３
３
３
）、
熊

谷
年
金
事
務
所
☎
０
４
８―

５
２
２―

５
１
５
８

年
金
手
帳
は
大
切
に
！

納付方法
割引額（平成24年度）

１年前納
割引額

半年前納
割引額

早割の
毎月振替

口座振替 3,770円
（納期：４月末日）

1,020円
（納期※）

50円
（納期：当月末日）

クレジット
カード 3,190円

（納期：４月末日）
730円
（納期※）

割引なし
（納期：当月末日）

納付書

※納期：前期（４～９月分）４月末日・後期（10～翌年３月分）10月末日

口座振替・クレジットカード納付の申込方法

◆口座振替
　次のものを持参のうえ、金融機関又は年金険事務所
で手続きをしてください。
用 意　年金手帳又は納付書、預（貯）金通帳、通帳届
出印
◆クレジットカード納付
　次のものを持参のうえ、年金事務所で申し込んでく
ださい。市から年金事務所への取り次ぎもしています。
用 意　年金手帳又は納付書、クレジットカード、印鑑
※新規に口座振替又はクレジットカードでの１年前納
又は半年前納を希望する人は、２月末までに手続きを
お願いします。

確定申告に必要な「国民年金保険料
控除証明書」が送付されます

　平成24年10月１日から12月31日までの間に初め
て国民年金保険料を納付した人には、「国民年金保険
料控除証明書」が２月上旬から順次発送されます。
★ 控除証明書専用ダイヤル☎0570－070－117、
　IP電話等からは☎03－6700－1130

実
施
区
域
内
の
町
の
境
界
と
町
名
が
決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
24
年
１
月
の
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
で

お
知
ら
せ
し
た
「
第
７
次
・
第
８
次
住
居

表
示
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、
住
居
表
示

整
備
審
議
会
か
ら
実
施
区
域
の
町
の
境
界

と
町
名
が
次
の
と
お
り
答
申
さ
れ
、
市
議

会
平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
で
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
新
住
所
の
施
行
は
、
第
７
次
が

８
月
５
日
、
第
８
次
は
11
月
５
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

○
新
し
い
町
の
境
界

　

下
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○
新
し
い
町
名

　

 

第
７
次　

児
玉
町
児
玉
南
１
丁
目
〜
４

丁
目

　

 

第
８
次　

早
稲
田
の
杜
１
丁
目
〜
５
丁

目
○
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

① 

街
区
割
り
（
町
の
分
け
方
）
及
び
住
居

番
号
決
定
の
た
め
の
現
地
調
査
に
入
り

ま
す
。

※
日
程
は
後
日
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

② 

街
区
割
り
及
び
住
居
番
号
の
予
定
通
知

等
は
施
行
日
の
１
か
月
前
頃
に
該
当
の

み
な
さ
ん
に
送
付
予
定
で
す
。

③ 

決
定
通
知
等
は
、
新
住
所
の
施
行
日
以

降
速
や
か
に
該
当
の
み
な
さ
ん
に
送
付

し
ま
す
。

第
７
次
・
第
８
次
住
居
表
示
整
備
事
業

本庄市全体図

○
第
８
次
住
居
表
示
実
施
区
域

○
第
７
次
住
居
表
示
実
施
区
域

＊ 

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★
自
治
防
災
課
☎
㉕
１
１
１
８



水道管の仕切弁操作による濁水発生のお知らせ

平成25年２月1日号11 10

でんごん広場の掲載申し込みは、
秘書広報課（☎㉕１１５５）へお
問い合わせください。

本庄市華道連合会
「華道展」

日時　 ２月15日㈮ ・16日㈯　
　　　午前10時～午後６時
　　　（16日㈯は午後５時まで）
会場　コミュニティセンター
費用　無料
問い合わせ　飯塚☎㉑３４１４
※会員募集中です。

松舞会（日本舞踊）
日時　毎週水曜日　
　　　午後1時30分～４時
場所　本庄南公民館
費用　2,500円（月会費）
講師　松島　芳勝　先生（松島流）
問い合わせ　霜田☎㉒４８８８

★ ３月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

五
い が ら し

十嵐　壮
そう

真
ま

ちゃん（見福３丁目）
　　　 〈平成24年生まれ〉

井
いのうえ

上　和
にこる

香ちゃん（本庄２丁目）
　　　 〈平成24年生まれ〉

１歳のお誕生日
おめでとう！壮
ちゃんはパパと
ママの宝物だよ
お兄ちゃん達と
仲良くね！

１歳の誕生日お
めでとう皆に
笑顔を与えられ
る人になってね。

小
こばやし

林　優
ゆうしん

心ちゃん（児玉町秋山）
　　　 〈平成21年生まれ〉
４歳の誕生日お
めでとういつ
も弟の優恩君と
遊んでくれてあ
りがとう！大好
きだよ

武
たけ

田
だ

　麻
ま

央
お

ちゃん（北堀）
　　　 〈平成21年生まれ〉
麻央ちゃん４歳
のお誕生日おめ
でとう。これか
らも元気にすく
すく育ってね。

２月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは２月15日㈮必着です。

五
い が ら し

十嵐　小
こ

春
はる

ちゃん（五十子２丁目）
　　　 〈平成24年生まれ〉
大好きなこはちゃ
ん１歳おめでと
う保育園でた
くさんのお友達
と仲良くできる
といいね！

塩
しお

野
の

入
いり

　蒼
あおい

ちゃん（下野堂１丁目）
　　　 〈平成24年生まれ〉
いつもニコニコ
顔のあっくん。
その笑顔は、み
んな大好き１
歳の誕生日おめ
でとう。

でんごん
広場

みなさんの情報交換の場
　＝行事案内　　＝会員募集募行

俳句コンテストで厚生労働大臣賞を受賞

　日本赤十字社が主催する「第７回いの
ちと献血俳句コンテスト」で、八木秀蔵
さん（児玉町児玉）が、約38万句の中
から最高賞となる厚生労働大臣賞を受賞
しました。
　八木さんは、３年前から本庄市俳句連
盟の会長をされています。今回、このコ
ンテストに初めて応募したそうです。
◎八木さんから一言
　表彰式では、選者の黛まどか先生から
お褒めの言葉をいただきました。ありが
とうございます。

　関根靖将様から地域福祉基金に寄附をいただきました。いた
だいた寄附金は有効に活用させていただきます。ありがとうご
ざいました。　　　　 ★介護いきがい課☎㉕１１２７

◇◆空間放射線量・放射性物質
測定結果のお知らせ◆◇

　12月第３週分（12月15日～ 12月21日）、12月第４週
分（12月22日～１月４日）の放射性ヨウ素及び放射性セ
シウムは不検出でした。
★ 教育総務課☎㉕1182、子育て支援課☎㉕1128、本庄上
里学校給食センター☎㉔2621

― 市立小中学校・市立保育所の
給食等放射性物質測定結果 ―

　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施してい
ます。市内で採取した原乳（判明日12月27日・１月17日）、
コネギ（判明日１月10日）の放射性セシウムは、全て基準
値を下回りました。
★農政課☎㉕1177

― 農畜産物の放射性物質測定結果 ―

　市では、昨年の６月13日から市内13か所（すべての小
学校の校庭）で放射線量を測定しています。
◎小学校校庭の測定結果（測定日：12月19日）
　今回の測定値は、0.041～ 0.138μSv/h（マイクロシー
ベルト／時間）でした。
　なお、測定値には自然から受ける放射線量が含まれてい
ます。測定値は、計測の時間帯や天候等に影響を受けるこ
とがあるため、あくまでも参考の数値となります。
★自治防災課☎㉕１１８４

― 市内の空間放射線量測定結果 ―

　水道管の布設替えに伴う仕切弁操作を次のとおり実施し
ます。この作業に伴い、右図の地域で濁り水が発生する事
が予想されます。
　作業時間は夜間から明け方を予定しています。濁水発生
予想範囲区域内にお住まいの人は、なるべく作業開始時間
までに水道水の使用（食事、入浴、洗濯等）を済ませてく
ださい。
　大変ご不便ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を
お願いします。
作業日時
　２月12日㈫午後10時頃～２月13日㈬午前３時頃
濁水発生予想時間
　２月12日㈫午後10時頃～２月13日㈬午前５時頃
※作業時間内に水道水を使用する場合は、念のため濁り水
等が発生していないか蛇口で一度確認をお願いします。ま
た、濁水に備え、水道水のくみ置き等の対応もお願いしま
す。なお、大量の水道水を使用する予定がある場合は、あ
らかじめ水道課にご相談ください。
★水道課☎㉒２１５２

下水道事故防止のお願い

　下水道に布類や薬品、油などを流す水質事故が発生
しています。
　下水道に流れると、下水道
管が詰まって損傷したり、終
末処理場で汚水処理できずに
河川を汚染させる大きな原因
になります。
　正しい処理を心がけましょう。
◆トイレでは･･･
・ 不織布シート、布類、ティッシュペーパーなどは流
さないようにしましょう。
◆キッチンでは･･･
・ 野菜くずや食べ残しなどを流さないようにしましょう。
・ 天ぷら油や食器などの汚れは、不要になった紙や布
等にしみ込ませたり拭き取るなどして、可燃ごみに
出しましょう。
◆薬品類や鉱油類は･･･
・ ガソリンやシンナーなど揮発性の高い危険物は、下
水道に流すと爆発する危険があります。販売店や専
門業者に処分を依頼しましょう。

～飲食店のみなさまへ～
　グリーストラップ（阻集器）の適切な管理をお願い
します。管理を怠ると、店舗近くの下水道本管に油脂
の塊が詰まり、閉塞事故を起こす原因になります。
　冬場は特に油脂類が地下で固まりやすくなります。
定期的に清掃し、適正な維持管理をお願いします。
★下水道課☎㉕１１４６

作業箇所

濁水発生予想範囲
※あくまでも予想範囲のため、予想範囲外の地域で濁水が
発生する可能性もありますのでご注意ください。

【受賞作品】　　献血のベッドに春の温みかな

善意ありがとうございます

　第二浄水場及び児玉浄水場で採水した水道水を測定した
結果、放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不検出でした。（採
水日１月７日・判明日１月９日）
★水道課☎㉒2251

― 水道水の放射性物質測定結果 ―

募

行

▲終末処理場へ流入した
　不織布シート

平賀 　　子 さん
（駅南１丁目）

　

め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

平
賀　
　

子
さ
ん
（
大
正
２
年
１

月
11
日
生
ま
れ
）、
中
島
な
み
さ

ん（
大
正
２
年
１
月
13
日
生
ま
れ
）

に
、
お
祝
い
の
「
寿
状
」
を
贈
り

ま
し
た
。

中島 なみ さん
（東台２丁目）
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※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６
４日㈪・12日㈫・18日㈪・25日㈪・３月４日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６
４日㈪・12日㈫・18日㈪・25日㈪・３月４日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
14日㈭～19日㈫、３月９日㈯～14日㈭

今月の納税納付 ［納期限：２月28日㈭］
・固定資産税　４期　・国民健康保険税　　　　８期
・介護保険料　８期　・後期高齢者医療保険料　８期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　２月５日㈫・３月５日㈫　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。
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家
計
調
査
の
回
答
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

「
本
庄
市
総
合
交
通
計
画
」（
案
）

の
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

地域に根ざした国際交流

平
成
25
年
度
市
町
村
交
通
災

害
共
済
の
加
入
受
付
を
開
始
し

ま
し
た

　

本
庄
市
交
通
政
策
協
議
会
で
は
、

市
の
交
通
に
係
る
総
合
的
な
計
画

と
し
て「
本
庄
市
総
合
交
通
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

　

策
定
に
際
し
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
計
画
案
を
説
明
し
、
ご
意
見

等
を
伺
う
「
市
民
説
明
会
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◎
児
玉
会
場

日
時　

２
月
９
日
㈯　

午
前
10
時

　

30
分
〜
正
午

会
場　

児
玉
公
民
館

◎
本
庄
会
場

日
時　

２
月
９
日
㈯　

午
後
２
時
〜

　

３
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

★
企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

児
玉
南
土
地
区
画
整
理
審
議

会
委
員
選
挙
に
伴
い
「
選
挙

人
名
簿
」
を
縦
覧
し
ま
す

都
市
計
画
に
関
す
る
説
明
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す

本
庄
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

を
実
施
し
ま
す

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
出
張

窓
口
の
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た

　

家
計
調
査
は
、
国
民
の
家
計
収

支
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
総
務

省
が
埼
玉
県
を
通
じ
て
毎
月
実
施

し
て
い
る
統
計
調
査
で
、
統
計
法

に
よ
り
回
答
義
務
の
あ
る
基
幹
統

計
調
査
の
１
つ
で
す
。

　

無
作
為
に
選
定
さ
れ
た
調
査
世

帯
に
、
一
定
期
間
家
計
簿
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
査
世
帯
に
は
、
知
事
が
任
命

し
た
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

★
埼
玉
県
統
計
課
☎
０
４
８―

８

　

３
０―

２
３
１
７

　

市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
み

な
さ
ん
の
会
費
に
よ
り
、
交
通
事

故
で
死
亡
・
け
が
を
し
た
人
へ
見

舞
金
を
支
払
う
相
互
扶
助
制
度
で

す
。

　

平
成
25
年
度
の
加
入
受
付
を
始

め
ま
し
た
の
で
、
万
一
の
交
通
災

害
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

共 

済
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
平
成

26
年
３
月
31
日
㈪

会
費　
　
　

一
般　

９
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

申
込
方
法　

加
入
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
う
え
、
会
費
を

　

添
え
て
左
記
へ

申
込
先
（
窓
口
）

・ 

最
寄
り
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵

便
局
（
12
月
ま
で
）

・
自
治
防
災
課
（
市
役
所
３
階
）

・
総
務
課
（
総
合
支
所
２
階
）

※
申
込
書
は
、
各
申
込
先
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。

★
自
治
防
災
課
☎
㉕
１
１
１
８
、

　
 

総
務
課
☎
72
１
３
３
１
（
内
線

２
１
３
）

　

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

来
所
が
困
難
な
人
の
相
談
や
手
話

通
訳
の
申
し
込
み
に
対
応
す
る
た

め
、
児
玉
郡
市
手
話
通
訳
者
派
遣

事
業
出
張
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

１
月
か
ら
、
窓
口
を
左
記
の
場

所
に
変
更
し
ま
し
た
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

日 

時　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場 

所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
階
趣
味
の
室
Ｃ

精
神
保
健
相
談
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
を
実
施
し
ま
す

　

精
神
的
な
病
気
や
悩
み
に
つ
い

て
は
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
、
青

年
期
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◎
精
神
保
健
相
談

日
時　

２
月
25
日
㈪　

午
後
１
時

　

30
分
〜

◎
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

日
時　

２
月
８
日
㈮
、
３
月
８
日

　

㈮　

午
後
１
時
30
分
〜

＊ 

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
予

約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

　

都
市
計
画
の
変
更
案
（
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
栗
崎
荘
（
寿
楽
園
）」

の
廃
止
）
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

期 

間　

２
月
６
日
㈬
か
ら
20
日
㈬

ま
で
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
場
所　

都
市
計
画
課
（
市
役
所
２

　

階
）

◎
意
見
書
の
受
付
に
つ
い
て

　

こ
の
都
市
計
画
変
更
案
に
意
見

の
あ
る
人
は
、
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
者
又
は
こ
の
都

　

市
計
画
案
に
つ
い
て
利
害
関
係

　

を
有
す
る
人

受
付
期
間　

２
月
６
日
㈬
か
ら
20

　

 

日
㈬
ま
で
（
土
・
日
・
休
日
を

除
く
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

提 

出
方
法　

縦
覧
場
所
に
用
意
し

て
あ
る
意
見
書
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
又

は
郵
送
（
必
着
）
で
左
記
へ

郵
送
先　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
都
市
計
画
課

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

　

任
期
満
了
に
よ
る
児
玉
南
土
地

区
画
整
理
審
議
会
委
員
の
選
挙
が
、

５
月
５
日
㈷
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、「
選
挙
人
名
簿
」
の

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
６
日
㈬
〜
19
日
㈫

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

分
場
所　

都
市
計
画
課
（
市
役
所
２

　

階
）

建
設
業
者
の
た
め
の
「
何
で
も

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

　

都
市
計
画
を
変
更
す
る
に
あ
た

り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聴
き
す
る
た
め
説
明
公
聴
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
（
①
②
は
同
じ
内
容
で
す
）

①
２
月
24
日
㈰　

午
後
２
時
〜
、

②
２
月
25
日
㈪　

午
後
７
時
〜

会
場　

中
央
公
民
館

　

埼
玉
土
建
本
庄
支
部
で
は
、
建

設
業
に
関
わ
る
事
業
主
・
一
人
親

方
・
労
働
者
の
み
な
さ
ん
を
対
象

に
、
不
払
い
・
法
律
・
建
設
業
許

可
・
労
災
保
険
等
の
何
で
も
相
談

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日 

時　
２
月
27
日
㈬　

午
後
１
時
〜

３
時

場
所　

埼
玉
土
建
本
庄
支
部
（
児

　

玉
町
共
栄
４
６
４―

１
）

申
込　

２
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話

　

又
は
直
接
左
記
へ

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

★ 

埼
玉
土
建
本
庄
支
部
☎
73
１
４

２
２

対
象
と
な
る
都
市
計
画

　

本
庄
都
市
計
画
地
区
計
画
（
本

　

庄
早
稲
田
駅
周
辺
地
区
）

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

内 

容　

派
遣
申
込
受
付
、通
訳（
文

書
の
手
話
通
訳
及
び
電
話
通
訳
）

相
談
、
そ
の
他

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒

７
２
７
５
・
ｆ

㉒
７
３
０
９

※
選
挙
人
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
人

は
、
児
玉
南
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
の
土
地
に
所
有
権
又
は
借
地

権
を
有
す
る
人
で
す
。

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
４
３

募　

集

　

不
況
を
乗
り
越
え
、
中
小
企
業

を
強
く
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し

た
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　
３
月
８
日
㈮　

午
後
１
時
〜

３
時
30
分

会 
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容

◎
第
１
部

時
間　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

内 

容　

日
経
ウ
ー
マ
ン
「
ウ
ー
マ

ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０

１
３
」
受
賞
者
の
諏
訪
貴
子
氏

（
ダ
イ
ヤ
精
機
㈱
代
表
取
締
役
）、

鵜
飼
信
一
氏
（
早
稲
田
大
学
教

授
）
に
よ
る
「
新
経
営
改
革
」

の
対
談

◎
第
２
部

時 

間　

午
後
２
時
45
分
〜
３
時
30

分
内 

容　

中
嶋
崇
史
氏
（
㈱
早
稲
田

環
境
研
究
所
代
表
取
締
役
）
に

よ
る
「
今
か
ら
始
め
る
中
小
企

業
の
省
エ
ネ
・
環
境
対
策
の
ポ

イ
ン
ト
」
の
講
演

定 

員　

１
０
０
人
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

参
加
費　

無
料

申 

込　

３
月
４
日
㈪
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
（
電
話
番

号
な
ど
）を
明
記
の
う
え
、フ
ァ
ッ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル（w

rp-inf

　

 o@
how

arp.or.jp

）又
は
電

話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

ｆ

㉔
７
４
６
５

「
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」
〜
強
い
中
小

企
業
を
つ
く
る
経
営
改
革
と
は
〜

の
参
加
者
を
募
集

す。教育委員会では、外国籍の子どもたちのために市内4
つの小中学校において日本語指導教室を設置し、子どもの
日本語教育と保護者の教育相談に対応しております。また
市の「地域防災計画」の中では、外国人を災害弱者にしな
いための様々な施策も掲げております。
　平成8年に設立された「本庄市国際交流協会」では、日
本人と外国人が共に参加する様々な交流事業（多国籍料理
教室、音楽の夕べ、手づくりの各種パーティーなど）や、
外国人が日本の地域社会で快適に生活でき、また住民とし
ての自覚も持っていただけるよう、無料の日本語教室や日
本文化体験講座などを開催。さらに日本人向けの外国語講
座も開催するなど、様々な事業を行っております。多くの
事業が会員のボランティアで支えられており、昨年のクリ
スマスパーティーでは200人もの方が参加され大変盛り上
がりました。国際交流協会では新しい会員の方も募集中で
す。皆さんもぜひ参加してみてください。

　「国際交流」と聞くと、外国の姉妹都市との交流を想像
しがちですが、まずは本庄市に住む日本人と外国人が、地
域社会において共に仲良く生活していける環境を整えるこ
と、これが何より大切であると私は考えております。
　本市は、現在約2,000人の外国籍の方が住んでおり、総
人口に占める割合が県内で6番目に高い自治体です。ブラ
ジルの方が最多で、次いで中国、フィリピン、ペルーの順
となっています。仕事で来日した方々が最も多く、早稲田
大学大学院などに通う留学生もいます。
　外国人にとって日本で暮らす最大の課題は、言葉です。
日本語に習熟し日本社会の中で仕事をされている方もいれ
ば、同じ国籍同士のコミュニティの中だけで過ごす方もい
ます。日本の地域社会との接点がないまま、文化、習慣の
違いから無用のトラブルが発生するケースも見られます。
　現在市では、日本での生活習慣マナーや緊急時の対応等
について各国語で記した冊子を市役所窓口で配布していま



（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

平成25年２月1日号 14

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

15

さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会

主
催
「
野
鳥
・
冬
鳥
観
察
会
」

の
参
加
者
を
募
集

「
国
際
交
流
そ
ば
打
ち
体
験
と

市
内
散
策
」
の
参
加
者
を
募
集

自
衛
官
を
募
集

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い

「
お
豆
腐
＆
ヘ
ル
シ
ー
な
お
ま

ん
じ
ゅ
う
づ
く
り
教
室
」
の
参

加
者
を
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
26
年
春
採

用
の
自
衛
官
等
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

【
募
集
区
分
】

　

応
募
資
格
の
年
齢
は
、
平
成
26

年
４
月
１
日
現
在
で
す
。
詳
し
く

　

本
庄
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

そ
ば
打
ち
体
験
と
市
内
散
策
を
開

催
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
国
の
参

加
者
と
一
緒
に
体
験
を
し
な
が
ら

国
際
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　
２
月
24
日
㈰　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

集
合
場
所
（
①
〜
③
を
選
択
）

①
市
役
所
前
庭
駐
車
場

②
本
庄
早
稲
田
駅
北
口

③
児
玉
総
合
支
所

見
学
先
（
予
定
）

　

 

塙
保
己
一
記
念
館・城
山
公
園
〜

競
進
社
模
範
蚕
室
〜
ふ
れ
あ
い

の
里
い
ず
み
亭
（
そ
ば
打
ち
体

験
・
昼
食
）
〜
間
瀬
湖
〜
ふ
る

さ
と
の
森
公
園
・
観
光
農
業
セ

ン
タ
ー
・
成
身
院
百
体
観
音
堂

な
ど

※
そ
ば
打
ち
体
験
は
、
小
学
生
以

上
が
対
象
で
す
。

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

　

会
員　

無
料

　

会
員
外　

１
、
０
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
、
無
料
で
す
。

申 

込　

２
月
８
日
㈮
か
ら
20
日
㈬

（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

★ 

本
庄
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
秘

書
広
報
課
内
）
☎
㉕
１
１
５
８

「
救
命
に
関
す
る
講
習
会
」
の

参
加
者
を
募
集　

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

セ
ン
タ
ー
会
員
並
び
に
60
歳
以
上

の
市
内
在
住
者
を
対
象
に
、
救
命

に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

救
急
車
に
救
助
を
求
め
て

　

か
ら
到
着
す
る
間
に
で
き
る
応

　

急
的
な
対
処
方
法
等
を
学
ぶ

日 

時　
２
月
20
日
㈬　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　

中
央
公
民
館

講 

師　

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

本
庄
南
分
署
員

費
用　

無
料

申
込　

電
話
で
直
接
左
記
へ

★ 

公
益
社
団
法
人
本
庄
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
１
３
５
６

① 

冬
の
野
鳥
観
察
会
in
渡
良
瀬
遊

水
地

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
広
大
な
ヨ

シ
原
が
広
が
る
湿
原
で
多
数
の
動

植
物
が
生
息
・
生
育
し
て
お
り
、

豊
か
な
自
然
環
境
か
ら
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
（
水
鳥
湿
地
保
全
条
約
）

に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

地
で
、
冬
鳥
を
主
体
と
し
た
探
鳥

会
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　
２
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）

集 

合
場
所　

東
武
日
光
線
柳
生
駅

前
広
場
（
解
散
は
、
板
倉
東
洋

　

大
前
駅
）

②
狭
山
湖
と
ト
ラ
ス
ト
２
号
地
で

　

の
冬
鳥
の
観
察

　

狭
山
丘
陵
は
、
多
様
な
自
然
環

境
が
残
さ
れ
て
い
る
首
都
圏
で
は

ま
れ
に
み
る
野
生
動
植
物
の
宝
庫

で
す
。
ト
ラ
ス
ト
２
号
地
で
は
、

エ
ナ
ガ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
、
コ
ゲ
ラ
、
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

等
、
ま
た
狭
山
湖
で
は
、
カ
モ
類

や
オ
オ
タ
カ
を
中
心
と
し
た
観
察

を
行
い
ま
す
。

日
時　

２
月
23
日
㈯　

午
前
９
時

　

30
分
〜
午
後
２
時
30
分
（
雨
天

　

中
止
）

集
合
場
所　

西
武
狭
山
線
西
武
球

　

場
前
駅

《
①
②
共
通
》

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

※
協
会
会
員
は
無
料
。

用 

意　

双
眼
鏡
、
昼
食
、
雨
具
、

筆
記
用
具

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会

事
務
局
（
☎
０
４
８―

８
２
４―

３
６
６
１
）
へ

　

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

幼
児
や
小
学
生
、
保
護
者
を
対
象

と
し
た
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

お
友
達
を
誘
っ
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

◎
み
ん
な
で
蒸
し
パ
ン
教
室

　

子
ど
も
達
が
大
好
き
な
蒸
し
パ

ン
を
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

３
月
９
日
㈯　

午
前
10
時

　

30
分
〜
11
時
30
分

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
又
は

　

バ
ン
ダ
ナ
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、

　

持
ち
帰
り
容
器
、
上
履
き

申 

込　

２
月
19
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
日
の
出
児
童

セ
ン
タ
ー
へ

◎
元
気
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

指
導
員
手
作
り
の
遊
び
道
具
を

使
用
し
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日 

時　
２
月
16
日
㈯　

午
後
２
時
〜

３
時

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用
意　

上
履
き
、
タ
オ
ル

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
０

　

４
２
０

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
の
参
加
者
を
募
集

早
稲
田
大
学
「
大
久
保
山
」
展

公
開
講
座
の
参
加
者
を
募
集

　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ―

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
中
の
「
大
久
保
山
」
展
に
あ

わ
せ
て
、
大
久
保
山
遺
跡
の
遺
跡

発
掘
調
査
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

①
大
久
保
山
に
残
る
人
々
の
足
跡

日
程　

２
月
23
日
㈯

② 

本
庄
早
稲
田
の
杜
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
の
発
掘
調
査
成
果

日
程　

３
月
９
日
㈯

《
①
②
共
通
》

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30

　

分
会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ―

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

＊ 

申
し
込
み
は
、
２
月
12
日
㈫
か

ら
電
話
で
早
稲
田
大
学
本
庄
考

古
資
料
館
（
☎
㉔
１
０
８
１
、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）
へ

　

豆
か
ら
作
っ
た
お
か
ら
で
、
ヘ

ル
シ
ー
な
お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
り

ま
す
。
で
き
た
て
の
豆
腐
も
試
食

で
き
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日 

時　

２
月
19
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時
30
分

会
場　

児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
は
、
児
玉
総
合
支
所
又

は
第
２
庁
舎
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
な
ど
）、
手
拭
き
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
、
上
履
き

申 

込　

２
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２

０
０
３

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る「
応

援
者
」で
す
。で
き
る
支
援
を
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
受

講
修
了
者
に
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日 

時　
３
月
１
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

２
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

　

７

は
、
熊
谷
地
域
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
幹
部
候
補
生

応
募
資
格

・
大
卒
程
度
試
験

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

・
院
卒
者
試
験

　

 

修
士
課
程
修
了
者
等
で
20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

４
月
26
日
㈮
ま
で

第 

１
次
試
験
日　

５
月
11
日
㈯
、

12
日
㈰
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

②
歯
科
・
薬
剤
幹
部
候
補
生

応
募
資
格

・
歯
科
幹
部
候
補
生

　

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人

・
薬
剤
幹
部
候
補
生

　

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

４
月
26
日
㈮
ま
で

第
１
次
試
験
日　

５
月
11
日
㈯

③
自
衛
官
候
補
生

応 

募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　

２
月
12
日
㈫
ま
で

試 

験
日　

２
月
15
日
㈮
〜
17
日
㈰

の
間
（
予
定
）

④
予
備
自
衛
官
補

応
募
資
格

・
一
般　

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

・
技
能

　

 

18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技
能

に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満
の
人

応
募
期
間　

４
月
３
日
㈬
ま
で

試 

験
日　

４
月
12
日
㈮
〜
15
日
㈪

の
１
日

※
説
明
会
や
個
別
説
明
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

＊ 

資
料
の
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

は
左
記
へ

★ 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８―

５

２
２―

４
８
５
５
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本
庄
公
民
館 

☎
㉔
７
３
８
３

公
民
館

ス
ポ
ー
ツ

宮
城
県
山
元
町
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
「
大
震
災
の
話
を

聞
く
会
」
を
開
催

催　

し

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

　広報ほんじょう平成25年１月１日号28ページ「絵本作家まつおかたつひで講演会」の記事で、講師まつおか
たつひで氏の氏名記載に一部誤りがございました。お詫び申し上げます。 ★秘書広報課☎㉕１１５５

　

東
日
本
大
震
災
の
体
験
談
、
大

災
害
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
い
く

支
え
合
い
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
講
演
を
行
い
ま
す
。

日 

時　

２
月
22
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
〜

　

開
場　

午
後
１
時

会
場　

セ
ル
デ
ィ

費
用　

無
料

★
社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２

平
成
24
年
度
埼
玉
県
地
震
対
策

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

ひ
と
と
ひ
と
の
人
権
を
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
早
期
解

決
と
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
と
も
に
い
き
い
き
と

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
今
も
社
会
に
残

る
差
別
、
子
ど
も
の
問
題
や
Ｄ
Ｖ

（
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
）
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

①
人
権
問
題
全
般

日
程　

２
月
18
日
㈪

講 

師　

大
槻　

咲
男　

氏
（
前
埼

玉
県
人
権
教
育
推
進
協
議
会
会

長
）

②
子
ど
も
の
問
題

日
程　

２
月
25
日
㈪

講
師　

井
上　

仁　

氏
（
日
本
大

　

学
文
理
学
部
教
授
）

③
Ｄ
Ｖ
を
考
え
る

日
程　

３
月
４
日
㈪

講
師　

本
庄
警
察
署
員

《
①
〜
③
共
通
》

時 

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
10

分
会
場　

中
央
公
民
館

費
用　

無
料

※
１
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

申 

込　

２
月
14
日
㈭
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★
人
権
推
進
課
☎
㉕
１
１
５
９

親
子
名
作
映
画
劇
場
「
メ
リ
ダ

と
お
そ
ろ
し
の
森
」
を
開
催

　

本
庄
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

で
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

た
青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
い
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

①
セ
ル
デ
ィ
会
場

日
時　
２
月
23
日
㈯　
午
前
10
時
〜

②
市
民
文
化
会
館
会
場

日
時　

２
月
23
日
㈯　

午
後
２
時

　

30
分
〜

《
①
②
共
通
》

入
場
料　

無
料

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８

「
ま
ち
お
こ
し
映
画
上
映
会
」

を
開
催

◎
ふ
る
さ
と
が
え
り

　

地
域
の
絆
を
描
く
映
画
「
ふ
る

さ
と
が
え
り
」
を
２
会
場
で
上
映

し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

①
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・
コ

　

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

会
場

日
時　
２
月
16
日
㈯　
午
後
１
時
〜

後 

援　
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国

際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
、「
ふ
る

さ
と
帰
り
」
上
映
実
行
委
員
会

② 

Ｃ
ａ
ｆ
e　

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ａ
会
場

日
時　

２
月
17
日
㈰

　

１
回
目　

午
前
10
時
〜

　

２
回
目　

午
後
３
時
30
分
〜

費
用　

　

大
人　

１
、
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

５
０
０
円

問 

い
合
わ
せ　

彩
の
国
本
庄
拠
点

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
本

庄
商
工
会
議
所
内
）
☎
㉒
５
２

４
１

◎
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ 

爺じ
い 

Ｍ
Ｅ
Ｎ

　

本
庄
拠
点
地
域
を
舞
台
に
し
た

映
画
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ 

爺 

Ｍ
Ｅ
Ｎ
」

を
上
映
し
ま
す
。
上
映
終
了
後
に
、

出
演
し
た
清
水
章
吾
氏
の
舞
台
挨

拶
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
23
日
㈯　
午
後
２
時
〜

会 

場　

美
里
町
遺
跡
の
森
館
ホ
ー

ル
定
員　

５
５
６
人（
当
日
先
着
順
）

費
用　

無
料

問 

い
合
わ
せ　

美
里
町
生
涯
学
習

課
（
遺
跡
の
森
館
内
）
☎
76
０

２
０
４

遺
跡
の
森「
ザ・ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
」

を
開
催

　

社
会
風
刺
コ
ン
ト
集
団
「
ザ
・

ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
」
が
遺
跡
の

森
館
に
初
上
陸
。
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
情
勢
を
笑
い
に
転
換
さ
せ
ま
す
。

こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

日
時　

３
月
10
日
㈰

　

開
場　

午
後
２
時
30
分

　

開
演　

午
後
３
時

会
場　

美
里
町
遺
跡
の
森
館
ホ
ー

　

ル
費
用
（
全
席
指
定
席
）

　

Ａ
席　

３
、
０
０
０
円

　

Ｂ
席　

２
、
５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
２
月
７
日
㈭
午

前
８
時
30
分
か
ら
、
遺
跡
の
森
館

で
発
売
を
開
始
し
ま
す
。（
１
人

に
つ
き
４
枚
ま
で
購
入
可
）

※
ホ
ー
ル
中
通
路
か
ら
前
の
全
席

（
２
１
６
席
）
が
Ａ
席
で
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

★ 

美
里
町
生
涯
学
習
課
（
遺
跡
の

森
館
内
）
☎
76
０
２
０
４

か
わ
は
く
２
月
企
画
展
を
開
催

①
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
師
弟
展
〜

　

太
田
洋
愛
、
杉
崎
夫
妻
と
そ
の

　

門
下
生
〜

日
時　

２
月
９
日
㈯
〜
３
月
３
日

　

㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容　

太
田
洋
愛
氏
か
ら
引
き
継

　

が
れ
て
き
た
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー

　

ト
の
系
譜
を
通
し
て
、
そ
の
魅

　

力
を
伝
え
ま
す
。

②
お
ひ
な
さ
ま
つ
く
り

日
時　

２
月
10
日
㈰　

午
後
１
時

　

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

内
容　

お
り
が
み
を
使
っ
て
家
で

　

飾
れ
る
お
ひ
な
さ
ま
を
作
り
ま

　

す
。

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

 （
材
料
が
無
く
な
り
し
だ
い
終

了
し
ま
す
。）

《
①
②
共
通
》

会
場　

埼
玉
県
立
川
の
博
物
館

費
用　

無
料

※
入
場
料
（
一
般
４
０
０
円
）
は

必
要
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
埼
玉
県
立
川
の
博
物
館
☎
０
４

　

８―

５
８
１―

７
３
３
３

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催

　

埼
玉
労
働
局
で
は
、
大
学
等
卒

業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
就
職
面

接
会
及
び
福
祉
の
仕
事
就
職
面
接

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

①
就
職
面
接
会

対 

象　

平
成
25
年
３
月
大
学（
院
）・

短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
等
卒

業
予
定
者
（
既
卒
３
年
以
内
含

　

む
）

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
新
卒
応
援
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
☎
０
４
８―

６
５

　

０―

２
２
３
４

②
福
祉
の
仕
事
就
職
面
接
会

対
象　

福
祉
・
医
療
系
事
業
所
へ

　

の
就
職
を
希
望
す
る
人
（
新
卒

　

者
も
可
）

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大

　

宮
福
祉
人
材
コ
ー
ナ
ー
☎
０
４

　

８―

６
６
７―

８
６
０
９

《
①
②
共
通
》

日
時　
２
月
25
日
㈪　
午
後
１
時
〜

会
場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地

　

下
展
示
場

内
容　

企
業
人
事
担
当
者
と
の
個

　

別
面
接

参
加
企
業　

埼
玉
労
働
局
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
（http://saitam

a-r

　

oudoukyoku.jsite.m
hlw
.go.

　

jp/

）
に
掲
載

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
問
い
合
わ
せ
先

　

へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

太
極
拳
教
室
」
を
開
催

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

少
林
寺
拳
法
教
室
」
を
開
催

日
時　

２
月
26
日
か
ら
３
月
26
日

　

ま
で
（
３
月
19
日
㈫
を
除
く
）

　

の
毎
週
火
曜
日　

全
４
回　

午

　

後
７
時
〜
９
時

会 

場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　

者
講
師　

日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
公

　

認
指
導
員

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

　

運
動
靴

申
込　

２
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

日
時　

３
月
２
日
か
ら
28
日
ま
で

　

の
毎
週
木
・
土
曜
日　

全
８
回

　

午
後
７
時
〜
８
時

会
場　

武
道
館

講
師　

少
林
寺
拳
法
公
認
指
導
者

対
象　

初
心
者

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

用
意　

運
動
す
る
服
装

申
込　

２
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

ス
キ
ー
大
会
」
を
開
催

日
時　

３
月
10
日
㈰

会 

場　

ア
サ
マ
２
０
０
０
ス
キ
ー

場
種 

目　

回
転
・
大
回
転
競
技
（
小

学
生
低
学
年
、
小
学
生
高
学
年
、

中
学
生
、
高
校
生
、
30
歳
代
、

40
歳
代
、50
歳
代
・
60
歳
代
（
各

男
女
別
）

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

参
加
費　

　

一
般　

３
、
０
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

無
料

＊ 

申
し
込
み
は
、
３
月
２
日
㈯
ま

で
に
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局
・
武

井（
武
井
酒
店
☎
㉔
１
２
３
８)

へ

◆
歴
史
講
座
「
本
庄
市
の
歴
史
と

文
化
財
」

日
時　

２
月
14
日
㈭　

午
後
１
時

　

30
分
〜
午
後
４
時

　

受
付　

午
後
０
時
30
分

会
場　

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ

　

Ｒ
浦
和
駅
西
口
徒
歩
６
分
）

内
容

◎ 

講
演
「
未
来
へ
語
り
継
ぐ
陸
前

高
田
〜
大
震
災
の
体
験
と
教
訓

に
つ
い
て
」

講 

師　

新
沼　

岳
志　

氏
（
岩
手

県
陸
前
高
田
市
観
光
物
産
協
会

観
光
ガ
イ
ド
部
会
会
長
）

◎ 

講
演
「
首
都
直
下
地
震
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
〜
東
日
本
大
震

災
を
受
け
た
新
し
い
考
え
方
」

講 

師　

平
田　

直　

氏
（
東
京
大

学
地
震
研
究
所
地
震
予
知
研
究

セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）

◎ 

防
災
関
連
企
業
・
団
体
の
展
示

ブ
ー
ス
、
地
震
に
関
す
る
資
料

の
展
示
・
説
明

◎ 

木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐
震
相

談
定
員　

１
、
３
０
０
人
（
当
日
先

　

着
順
）

※
先
着
１
、０
０
０
人
に
防
災
グ
ッ

ズ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

費
用　

無
料

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★
埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー
実

　

行
委
員
会
事
務
局
（
埼
玉
県
危

　

機
管
理
課
）
☎
０
４
８―

８
３

　

０―

８
１
４
１

日 

時　

２
月
26
日
㈫
〜
28
日
㈭

全
３
回　

午
後
６
時
30
分
〜

８
時

内 

容　

本
庄
市
の
歴
史
や
身
近
な

文
化
財
に
つ
い
て
学
ぶ

①
中
山
道
の
形
成
と
本
庄
宿

②
本
庄
の
養
蚕
と
蚕
書

③
埼
玉
の
近
代
化
と
本
庄

講
師  

市
文
化
財
保
護
課
職
員

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料　

用
意　

筆
記
用
具

申 

込　

２
月
７
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
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仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

本
庄
西
公
民
館 
☎
㉑
８
７
８
６

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

☎
72
８
８
５
１

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

◆
３
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時 

間　

午
前
９
時
〜
正
午
、 
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座

日 

時　

２
月
10
日
か
ら
３
月
10
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日　

全
５
回

午
前
10
時
〜
正
午

会 

場　

中
央
公
民
館
（
３
月
３
日

㈰
の
み
市
民
文
化
会
館
）

講 

師　

日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん

費
用　

無
料

申 

込　

事
前
連
絡
の
う
え
、
当
日

直
接
公
民
館
へ

《
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
》

　

毎
週
日
曜
日
（
午
前
中
）
に
、

中
央
公
民
館
で
開
催
し
て
い
る
日

本
語
教
室
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
が

話
せ
れ
ば
、
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
者
は
、
電
話

又
は
直
接
中
央
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
わ
か
り
や
す
い
無
料
法
律
講
座

〜
悪
質
商
法
・
遺
言
等
〜

日 

時　

２
月
28
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講 

師　

中
兼　

康
浩　

先
生
（
埼

玉
司
法
書
士
会
）

内 

容　

知
っ
て
得
す
る
悪
質
商
法・

遺
言
・
相
続
の
法
律
講
座

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

２
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ワ
ー
ド
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習

会
（
夜
の
ク
ラ
ス
）

日 

時　

２
月
18
日
か
ら
３
月
11
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　

全
４
回

午
後
６
時
〜
９
時

講
師　

南　

徳
美　

先
生

内 

容　

ワ
ー
ド
の
応
用
的
な
操
作

や
文
章
作
成
・
編
集

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
４
０
０
円

申 

込　

２
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
エ
ク
セ
ル
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

習
会
（
夜
の
ク
ラ
ス
）

日 

時　

２
月
20
日
か
ら
３
月
13
日

ま
で
の
水
曜
日　

全
４
回　

午

後
６
時
〜
９
時

講
師　

南　

徳
美　

先
生

内 
容　

エ
ク
セ
ル
の
応
用
的
な
操

作
や
関
数

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
４
０
０
円

申 

込　

２
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
手
作
り
味み

噌そ

と
米こ
う
じ麹作
り
教
室

日 

時 

２
月
19
日
㈫
（
午
後
１
時
〜

４
時
）・
21
日
㈭
（
午
前
９
時
〜

11
時
）　

全
２
回

講
師　

藤
田
味
噌
作
り
会

内 

容　

地
場
産
大
豆
と
米
を
使
い

発
酵
か
ら
仕
込
み
ま
で
添
加
物

を
一
切
使
用
し
な
い
味
噌
作
り

（
味
噌
５
㎏
・
米
麹
２
０
０
ｇ

相
当
を
作
る
）

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、漬
物
樽
（
10
ℓ
）

申
込　

２
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

中央公民館クラブ活動発表会

日時 発表内容

３月２日㈯
午前９時～午後４時

☆作品展示（３日㈰まで）
　書道、俳句、手作り絵本、切り絵、パソコン愛好
会の作品等

３月３日㈰
午前９時～
　　午後３時30分

☆セレモニー（午前９時30分～）
☆ステージ発表（午前10時～）
　民踊、童謡、吹奏楽、二胡、社交ダンス、合唱、土笛、
ハーモニカ

アルパ・ギター（ルシア塩満）
ケーナ・サンポーニャ・フルート・ギター（高
橋マサヒロ）
ケーナ・サンポーニャ・ギター（菱本幸二）

※実際の楽器編成は画像とは異なります。
日時　３月３日㈰　午後１時30分～（午後１時開場）
入場料　無料

生涯学習　国際交流コンサート
【ルシア塩満アルパ・コンサート】

◆
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
教
室

日 

時　

３
月
６
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午　

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

内 

容　

郷
土
の
料
理
・
田
舎
風
つ

け
汁
う
ど
ん
を
作
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル

申 

込　

２
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

日 

時　

２
月
26
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

松
本　

玲
子　

先
生

内 

容　

き
れ
い
な
ビ
ー
ズ
を
使
用

し
て
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
の
ペ
ン
ダ

ン
ト
ヘ
ッ
ド
を
作
製

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用 

意　

浅
い
菓
子
箱
（
大
き
さ
30

㎝
位
）

申 

込　

２
月
12

日
㈫
か
ら
電

話
又
は
直
接

公
民
館
へ

◆
月
釜
茶
会

日 

時　
３
月
10
日
㈰　

午
後
１
時
〜

４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

◆
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
ヨ
ガ
教
室

日 

時　

３
月
14
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講 

師　

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
（
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ｗ

認
定
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

内 

容　

腰
痛
予
防
に
下
半
身
を
強

化
し
て
、
健
康
的
な
身
体
を
手

に
入
れ
る

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
又
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

申 

込　

２
月
21
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
す
す
き
の
ほ
う
き
作
り
教
室

日 

時　

３
月
18
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

片
桐　

正
富　

先
生

内 

容　

す
す
き
で
網
戸
や
天
井
の

掃
除
に
最
適
な
ほ
う
き
を
作
製

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
代
）

用 

意　

は
さ
み
、
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ

又
は
ペ
ン
チ

申 

込　

２
月
26
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

セ
ル
デ
ィ（
児
玉
中
央
公
民
館
・

児
玉
文
化
会
館
・
図
書
館
児
玉
分

館
）
は
、
３
月
４
日
㈪
を
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
臨
時
休
館
と
し
ま

す
。

◆
免
疫
力
を
高
め
る
料
理
教
室

日 

時　

２
月
26
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

森
谷　

典
子　

先
生

内 

容　

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
し
風
邪

を
予
防
す
る
レ
シ
ピ
を
紹
介

定
員　

13
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容
器

申 
込　

２
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
飾
り
巻
き
寿
司
作
り
教
室

日 

時　

３
月
１
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師  

市
食
生
活
改
善
推
進
員

内 

容　

お
ひ
な
さ
ま
、
桃
の
花
、

バ
ラ
の
花
の
太
巻
き
寿
司
を
作

る
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ

ル
、
三
角
巾
、
持
ち
帰
り
容
器

申 

込　

２
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
春
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
紅
茶
教

室日 

時　
３
月
１
日
㈮　

午
前
10
時
〜

正
午

講
師　

紅
茶
シ
ス
タ
ー
ズ
（
上
野

　

 

昌
美　

先
生
・
新
井　

和
美　

先
生
）

公民館クラブ活動発表会
◆旭公民館☎㉒５９４０
展示発表　２月９日㈯・10日㈰　午前９時～午後４時（10日㈰は午後３時まで）
内 容　パッチワーク、絵手紙、水彩画、七宝焼き、くらしの書道、押し花絵、布の絵本、
華道、詩吟、健康ヨガ、ソーイング
実 演発表　２月９日㈯　茶道（午前９時～正午）、ちびっこ英語（午前11時30分～正午）、
ハーモニカ（午後２時～３時）
　 ２月10日㈰　バンド演奏 （午前９時30分～ 10時）、カラオケ（午前10時30分～午
後１時30分）、太極拳（午前11時～ 11時30分）

◆仁手公民館☎㉒３５３８
展示発表　２月16日㈯・17日㈰　午前９時～午後４時（17日㈰は午後３時まで）
内 容　編み物、俳画、絵手紙、写真、ちぎり絵、手芸、トールペイント、フラワーアレンジメ
ント、スイーツアクセサリー、ひょうたんアート、生け花、パッチワーク、書初めなど
※仁手小学校の児童の作品もあります。
実 演発表　２月16日㈯　午前10時～正午　グランドゴルフ、カラオケ（午後１時～）、
フラダンス（午後２時40分～）
　２月17日㈰　３Ｂ体操（午後１時～）、大正琴（午後１時40分～）
※16日㈯午前10時から正午まで連合老人会協賛行事としてグランドゴルフ大会も開催します。

◆本庄公民館☎㉔７３８３
日時　２月23日㈯・24日㈰午前９時～午後４時（24日㈰は午後３時まで）
内容（展示）　書道、編み物、水彩画、短歌、ちぎり絵、水墨画、七宝焼、ひょうたんアートなど

本庄市生涯学習
推進大会 ★中央公民館☎㉒２798

内 

容　

お
い
し
い
紅
茶
の
淹い

れ
方

を
学
び
、手
作
り
パ
ン
で
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

筆
記
用
具

申 

込　

２
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ



環境推進課☎㉕1172
　　　　　環境産業課☎721331（内線232）

　　

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

平成25年２月1日号

日　　程 時　　間 回収場所等 問い合わせ

２月３日㈰
午前９時 ～ 11時 児玉総合支所

ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）

３月３日㈰

２月17日㈰
午前９時 ～ 11時 本庄市役所

午後１時 ～ ３ 時 市民プラザ跡地

２月９日㈯ 午前９時 ～ 11時 本庄南公民館　 佐久間さんち ☎㉒９３００

２月20日㈬ 随時受付 就労継続支援B型事業所
「佐久間さんち」（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

2021

日　程 内　容 会　場

２月１日㈮ 昔あそび 前原児童センター

２月18日㈪ 話して作ろうママ友の輪 日の出児童センター

３月１日㈮ ひなまつり 前原児童センター

日　程
前原つどいの広場
｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
｢ひよっこニコニコタイム」
午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
｢児玉ワクワクタイム｣
午前10時～11時

２月６日㈬ 音楽劇「だいこん　にんじん　ごぼう」 親子体操（講師：立石明子先生） おひな様製作

２月13日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 おひな様製作 誕生会

２月20日㈬ 親子体操（講師：立石明子先生） 誕生会 切り紙あそび

２月27日㈬ ２、３月生まれの誕生会と
「うたのミニミニコンサート｝ 紙コップあそび おはなし広場「てんとうむし」

３月６日㈬ しゃぼん玉あそび 本庄子育てネットの「ママサロン」 折り紙「ペンダント」作り

○「つどいの広場」

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親
子でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前
の申し込みは不要です。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前9時～午後2時（祝日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集

団指導室   

（２月～３月上旬）

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

○子育てサロン（子育て支援講座｢ゆうゆう｣）
時間　午前10時～ 11時30分

協力　 子育て応援団「本庄びすけっと」
のみなさん

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

～ごみ収集車の火災事故防止にご協力を！～

※本庄子育てネットの「ママサロン」は、２月５日㈫・12日㈫・19日㈫・26日㈫・３月５日㈫・12日㈫にも
「いずみ保育所内・☎㉒4891」で開催されます。時間は午前10時30分から11時30分までです。
 ※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

　可燃性ガスが入ったものは使いきってから捨ててください。ライターはガ
スを抜き可燃ごみに、スプレー缶は穴を開け、金属部分を資源ごみに出して
ください。
　ガスが残っていると“ごみ収集車の火災事故”が起きやすく、収集従事者
が危険にさらされ、ごみ収集に支障をきたし、収集所周辺に多大な迷惑をか
けてしまいます。ごみの正しい分別にご協力をお願いします。

※お気軽にお越しください。事前の申し込
みは不要です。

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　11日㈷　（祝日休館日）
　　　　12日㈫　（振替休館日）
　　　　28日㈭　（館内整理日）
臨時休館日／左記参照
　　　　ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

◆
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
体
験
教
室

日 
時　

２
月
27
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

講
師　

東　

禎
章　

先
生

内 

容　

と
っ
て
も
便
利
な
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
を
実
際
に
体
験

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費 

用　

１
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

用
意　

筆
記
用
具

申 

込　

２
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

◆
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
作
り
教
室

日 

時　

２
月
20
日
㈬

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
ど
ち
ら
か
１
回
を
選
択

講
師　

今
村　

悦
子　

先
生

内 

容　

ボ
ー
ル
１
つ
で
手
軽
に
で

き
る
お
い
し
い
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

を
作
る

定
員　

各
回
９
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル

申 

込　

２
月
９
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火･

水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

　

蔵
書
点
検
の
た
め
、

本 

館　

２
月
25
日
㈪
〜
３
月
４
日

㈪
児 

玉
分
館　

３
月
４
日
㈪
〜
11
日

㈪
は
休
館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
蔵
書
点
検
と
は
■

　

図
書
館
内
の
図
書
、
雑
誌
、
視

聴
覚
資
料
等
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
入
力
し
、
所
在
を
確
認
し
、
点

検
整
理
し
て
、
み
な
さ
ん
に
安
心

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

す
る
大
切
な
作
業
で
す
。

★
本
館

日 

時　
２
月
９
日
㈯
（
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
）、２
月
23
日
㈯
（
午

後
２
時
〜
２
時
30
分
）

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内 

容　
「
魔
法
の
世
界
へ
よ
う
こ

そ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
お
は
な

し
協 

力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日 

時　
２
月
９
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内 

容　
「
冬
の
日
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
お
は
な
し

協 

力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語 

り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日
時　
２
月
16
日
㈯　
午
後
２
時
〜

内
容　
「
走
れ
メ
ロ
ス
」

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

日 

時　

２
月
７
日
㈭
・
３
月
７
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会 

場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対 

象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内  

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
今
月
の
一
般
図
書

本
の
な
か
の
旅　

 　

湯
川 

豊 

著

元
気
塾
弁　
　

 　

牧
野 

直
子 

著

団
塊
世
代
の
孫
育
て
の
ス
ス
メ

宮
本 

ま
き
子 

著

武
士
道
十
冊
の
名
著北

影 

雄
幸 

著

図
説　

大
奥
の
世
界

　
　
　

山
本 

博
文 

編
著

選
ぶ
力　
　
　

 　

五
木 

寛
之 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

は
じ
め
て
の
古
事
記

　
　
　
　
　
　

竹
中 

淑
子 

他 

文

赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
お
う

　
　
　
　
　
　
　

寺
田 

清
美 

著

木
で
つ
く
ろ
う
手
で
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤 

敏
明 

著

ゆ
き
の
か
た
ち 

高
橋 

健
司 

監
修

★
今
月
の
一
般
図
書

歓
喜
の
仔　

上
・
下　

　
　
　
　
　
　

天
童 

荒
太 

著

強
欲
な
羊　

 　
　

美
輪 

和
音 

著

サ
イ
レ
ン
ト
ウ
ォ
ー　

　
　
　
　
　
　
　

今
中 

哲
二 

著

沈
黙
の
ひ
と　

 

小
池 

真
理
子 

著

芸
術
家
が
愛
し
た
ス
イ
ー
ツ

山
本 

ゆ
り
こ 

文
・
写
真

★
今
月
の
児
童
図
書　

ル
ド
ル
フ
と
ス
ノ
ー
ホ
ワ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤 

洋 

作

群
読
集
団
冬
泉
響　

朗
読
公
演

日 

時　

３
月
３
日
㈰　

午
後
２
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

セ
ル
デ
ィ
２
階
会
議
室

朗 

読　

三
遊
亭
圓
朝
人
情
噺
「
文

七
元
結
」

原
作　

三
遊
亭
圓
朝

演
出　

最
中
五
郎

語
り
手　

群
読
集
団　

冬
泉
響

協 

力　

図
書
館
朗
読
の
会
ラ
・
ヴ
・

リ
、
子
育
て
応
援
団
本
庄
び
す

け
っ
と

対
象　

一
般
向
け（
小
学
生
以
上
）

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

申 

込　

２
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
図
書
館
本
館
へ

物
語
の
迷
路　

　
　
　
　

香
川 

元
太
郎 

作
・
絵

ど
っ
か
ん
だ
い
こ
ん

　
　
　
　
　

い
わ
さ 

ゆ
う
こ 

作

見
学
し
よ
う
工
事
現
場
6
港

　
　
　
　
　
　

溝
渕 

利
明 

監
修

一
さ
つ
の
お
く
り
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　

森
山 

京 

作



司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

平成25年２月1日号 2223

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター
相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談
２月28日㈭・３月14日㈭
午前９時30分～ 11時
※３月14日㈭は、児玉保健セン
ターで実施

定員あり。
各実施月の１日から本庄市
保健センターへ
（※電話による育児相談は
随時受け付けています。）母乳相談 母乳に関する相談 ２月28日㈭

午前９時30分～ 11時

お
や
親
タ
マ
ゴ

マタニティエクサ
サイズ ストレッチ、有酸素運動など ２月６日㈬・３月６日㈬

午前10時～正午

定員あり（随時受付）母乳・沐
もく
浴 母乳について、お風呂の入れ方の

実習など
３月16日㈯
午前９時30分～正午

食事 栄養士の講話、調理実習 ３月22日㈮
午前９時30分～正午

大
腸
が
ん
に
つ
い
て

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部

か
ん
た
ん
♪

　
お
惣
菜
で
お
う
ち
カ
フ
ェ

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
原
則

大
腸
が
ん
の
初
期
症
状

～犬の飼い主のみなさんへ～
「飼い主のマナー」を守りましょう！

　

手
軽
に
使
え
る
お
惣
菜
に
、
ひ

と
手
間
加
え
て
カ
フ
ェ
風
の
ご
は

ん
に
ア
レ
ン
ジ
！

日 

時　

３
月
５
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

会
場　

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者

内 

容　

管
理
栄
養
士
の
講
師
に
よ

る
調
理
実
習

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
等
で
可
）、
手
拭
き
用

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申 

込　

２
月
12
日
㈫
か
ら
直
接
又

は
電
話
で
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

自転車も乗れば、車のなかまです。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
２
月
〜
３
月
）

行 政 ２月21日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０

法 律

２月６日㈬・13日㈬・27日㈬ 　午後１時～４時
◎３月の相談日
　　　　　３月６日㈬・13日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　３月19日㈫・27日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 ２月20日㈬　午後１時～４時
定員＝６人（先着順）

不 動 産 ２月８日㈮・３月８日㈮　午後１時～４時　定員＝６人
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 ２月14日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ２月12日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分
※２月14日㈭終日、21日㈭午後はお休みです。

市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
２月12日㈫　午後１時～４時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎㉕１１５９
２月26日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

２月４日㈪・18日㈪・３月４日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み ２月８日㈮・22日㈮　３月８日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談員 北部地域振興センター

（熊谷地方庁舎１階）
北部地域振興センター

☎048－522－6506法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（休日の場合は翌日に振替）
午後１時～４時　相談員＝弁護士

　

今
、
日
本
で
増
加
し
て
い
る
が

ん
の
１
つ
に
大
腸
が
ん
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
生
活
の
西
洋
化
に
伴
っ

て
、
高
脂
肪
食
、
繊
維
分
の
少
な

い
食
事
を
摂
取
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
た
め
、
便
秘
に
な
り
や
す

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
大
腸
が
ん
が
増
加
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

便
秘
と
下
痢
を
繰
り
返
す
な
ど

の
便
通
の
異
常

・
下
血

　

が
ん
が
進
行
す
る
と
、
腸
閉
塞

や
し
こ
り
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま

す
。

　

が
ん
が
進
行
し
て
か
ら
で
は
治

療
は
困
難
に
な
り
ま
す
。
早
期
発

見
の
た
め
に
は
、
便
中
に
含
ま
れ

る
目
に
見
え
な
い
極
少
量
の
出
血

を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
は
「
便
潜
血
反
応
」
と
い

い
、
便
の
中
に
含
ま
れ
る
少
量
の

赤
血
球
に
反
応
し
て
出
血
の
有
無

を
判
定
し
ま
す
。
現
在
行
わ
れ
て

い
る
大
腸
が
ん
検
診
の
方
法
で
す
。

　

こ
の
検
診
は
簡
単
で
、
少
量
の

便
を
２
日
間
続
け
て
採
取
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
便
潜
血
が
陰
性
で
あ

れ
ば
大
腸
に
何
か
あ
る
と
い
う
可

能
性
は
低
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

陽
性
の
人
が
全
て
大
腸
が
ん
で
あ

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
や
痔
、
大
腸
憩
室

な
ど
の
病
気
で
も
陽
性
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

検
診
結
果
が
陽
性
の
人
は
、
内
視

鏡
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

便
潜
血
が
陽
性
の
人
で
大
腸
が

ん
が
発
見
さ
れ
る
人
は
数
パ
ー
セ

ン
ト
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

大
腸
が
ん
の
人
は
、
80
〜
90
％
の

確
率
で
、
便
潜
血
反
応
が
陽
性
に

な
る
と
い
う
統
計
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
大
腸
が
ん
が
あ
れ
ば
ほ

と
ん
ど
の
人
は
便
潜
血
が
陽
性
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

検
査
結
果
が
陽
性
の
場
合
は
、

大
腸
内
視
鏡
検
査
を
き
ち
ん
と
受

け
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
大
腸
が
ん

が
発
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、
早
期

発
見
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
治
癒
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
先
生
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎飼い主の責任です！
　フンは持ち帰りましょう。
◎人にも犬にも迷惑です！
　放し飼いはやめましょう。
◎あなたが主人です！
　最後まで責任を持って飼いましょう。
※犬のふん害にお困りの人には、啓発用の
看板を無償で配布しています。必要な人は
本庄市保健センターへご連絡ください。

★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分
からです。

交
通
安
全

�
�
�
�

① 自転車は、車道が原則、歩道は例外
② 車道は左側を通行
③ 歩道は歩行者優先で、車道よりを徐行
④ 安全ルールを守る
⑤ 子どもはヘルメットを着用

ー覚えて守ろう!!
　｢自転車安全利用５則」ー

※各種相談は予約制
※３月の相談予約は、２月20日㈬から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）

歩道を通行できる場合
・標識がある場合
・13歳未満の子ども
・70歳以上の人
・ 交通量が多く、車道の
幅が狭い場合など

・ 飲酒運転、２人乗り、並
進の禁止
・夜間はライトを点灯
・ 交差点での信号遵守と一
時停止及び安全確認など
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※
広
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ほ
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ょ
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、
ホ
ー
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で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　市内では、平成４年４月２日から平成５年４月１日生まれの856人が
めでたく新成人を迎えました。

▲マスコットも応援

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　 　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時にご利
用ください。県内であれば、プッシュ回
線の電話や携帯電話から「#8000」を
押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、祝日、年末年始 午前９時～翌
日午前７時

★119番は、緊急時（火災やけが人など）
の受付専用電話番号です。夜間など、時間
外に診療可能な病院については、児玉郡市
広域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案
内していますので、ご利用ください。ただし、
診療科目によっては、県外や児玉郡市以外
の病院をご案内する場合もあります。

２月３日㈰ よしはら整形外科 児玉町長沖 ☎73１５７５
２月10日㈰ 飯塚内科産婦人科 栄 １ 丁 目 ☎㉔６３１１
２月11日㈷ 飯塚耳鼻咽喉科医院 上里町神保原町 ☎34２３１３
２月17日㈰ 五十嵐整形外科医院 若泉１丁目 ☎㉔２３１３
２月24日㈰ 生 坂 医 院 本庄４丁目 ☎㉒４６７０
３月３日㈰ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎㉒２０４８
３月10日㈰ うめだクリニック 美里町広木 ☎76４１５１

合戦つみっこつみっこ

「二十歳のgenten ～今までの感謝を込めて～」

　今年は、本庄市・児玉郡から
５店舗が参戦しました。
　合戦開始の合図にあわせて、
各店舗自慢の味のつみっこが提
供されると長い行列ができ、全
ての店舗で完売となりました。

▲本庄市・美里町・神川町・
上里町のマスコットが集合！

▲ １月13日、小山川河川敷の「道祖神
祭り（どんど焼き）」
　（市民カメラマン竹内美江さん撮影）

第６回新春味くらべ

1/12

1/13成人の祝い成人の祝い成人の祝い

読みやすいユニバーサルデザイン文字

市民カメラマンより市民カメラマンより市民カメラマンより




